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■「ホモシステイン酸」の減少によって認知症は治せる時代に！ 
⻑⾕川先⽣(*1)はアルツハイマー病の真因は「ホモシステイン酸」というアミ
ノ酸であることを証明しました。（*2）この「ホモシステイン酸」の抑制、つま
りは体内から減らすことが根本治療につながると考えられます。以下。 
 
アルツハイマー病の原因は「ホモシステイン酸」というアミノ酸で、認知機能

の低下は、血液中のホモシステイン酸が引き起こしている。 

 

ストレスはアルツハイマー病の大きな要因 

 

ストレスはホモシステイン酸の大好物 

 

ホモシステイン酸の有害な働き 

 

ホモシステイン酸には緑茶が効く？⾷で防げる、治せる、認知症 

 

 

 
 
■間違いだらけだった「アミロイド仮説」 

 

１. これまでのアルツハイマー病研究は、アミロイド仮説と呼ばれるものが前提
となって研究がおこなわれています。 

 
(アミロイド仮説とは) 

 
アミロイドβの蓄積（⽼⼈斑の形成） 

▽ 
神経機能の異常 

▽ 
神経細胞内にタウが蓄積 

▽ 
神経細胞が死滅 

 
しかし、近年アメリカ⼤⼿製薬会社から「アミロイド療法で認知機能の回復は

実現できなかった」という敗北宣⾔ともとれる報告があり、さらに⽼⼈斑が健

常者の脳にも⾒出されたことにより研究は振り出しに戻ったのです。(*3) 
 
 
 

 



■認知症医療で後悔しない３つの⽅法 早期発⾒のカギは「画像診断」   

アミロイド療法が治療に向かないとわかったいま、むしろ認知症になる前、軽

度認知障害（通称 MCI）へのアプローチが非常に重要になってきます。しかし、
問題なのは現在の医療機関で早期発⾒ができないという事実です。その中に物

忘れ外来、認知症外来、⾼齢者専門と銘打った医療機関も含まれます。そこで、

認知症の早期発⾒に有効な⼿段として画像診断（PET）がカギとなります。すで
にアメリカではメモリークリニックとして確⽴しており、⽇本での受診と検査

⽅法など事例を交え、佐藤医師(*4)がわかりやすく解説をしています。 
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